
マイクロキャピラリー電極によるプラズマ遺伝子導入時の細胞が
放電状態に与える影響
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�� はじめに

著者らはマイクロキャピラリー電極（極細管）

を用いることで、安定したマイクロプラズマを

生成し、高い導入効率と生存率を両立した遺伝

子導入法の開発を行ってきた ���。本技術にお

ける遺伝子導入機構の解明と、さらなる導入効

率の向上を目的とし、放電状態の観察を行った

ところ、シャーレ内の溶液表面を伝わる放電の

様子が細胞の有無により変化することがわかっ

たので報告する。

�� 実験方法

細胞（��� 	
アフリカミドリザル腎）と��

（��������）または��のみをシャーレに入

れ、��バッファーまたは ���バッファーで希

釈してサンプルとした。図 �に示すように、液

面から �ないし ���の位置に銅管製ガスノズ

ル兼マイクロキャピラリー電極（外径 	� ��）

を配置し、シャーレの下に配置したすずめっき

線対向電極（外径 ��� ��）との間で放電させ、

放電の様子を接写レンズと一眼レフカメラを用

いて撮影した。

�� 結果と考察

図 � ��� に細胞が無い場合、図 � ��� に細胞

が有る場合の放電の様子を示す。細胞が無い場

合は液面を這うような放電が現れ、プラズマが

水平方向に広がっているのに対し、細胞が有る

場合は、キャピラリ電極から垂直に対向電極に

向かってプラズマが生成されていることがわか

る。これは、図 �に示すように細胞膜がコンデ

ンサの役割を果たすことで ���、細胞を伝って

対向電極に向かう電流の経路が形成され、溶液

表面を伝う沿面放電が抑制されたためと考えら

れる。
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図 �
 装置の構成
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図 �
 細胞の等価回路
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図 �
 細胞の有無によるプラズマ放電の違い
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